
実験方法
全ての実験に共通する手順

①手書き文字データを集める

②集めたデータをデータセット

　にする

③ディープニューラルネット

　ワークを作成する

④ディープラーニングの学習を実行し、評価を出す

　ニューラルネットワークの構築・学習には、NNC（Neural Network 
Console）を用いた。

実験１　アルファベット全体をデータセットとした識別

　　　　実験（総データ数4254枚）

実験２　「a」~「z」の文字別にデータセットを作成して

　　　　行った識別実験（データ数1文字163枚）

実験３　識別率が高い文字に関して、データ量を増やして

　　　　行った識別実験（データ数1文字520枚）

実験４     文字をいくつか組み合わせた単語での識別実験
　　　　（データ数1単語520枚）

目的
ディープラーニングで学習する文字データの種類を変えることで、大
人と子供が書いた文字の識別率がどのように変化するかを調べる。ま
た、識別の精度向上を目指す。

導入
インターネットの普及率が上がったことにより、SNS上で引き起こされる
犯罪が増え、子供が犯罪に関わることも増えた。これらの犯罪から子供
を守るために、何らかの手段を用いて大人か子供かをネット上 でも識
別できないかと考え、研究を始めた。本研究では、文字に着目し、
ディープラーニングを用いた実験をした。
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結果

曲線の上下が安定しておりデータ量は十分に足りているが、トレーニン

グエラーとバリデーションエラーの差が大きい。

学習曲線の上下が激しいため、データ量不足が推測される。

データ量を増やしたことで、図６より安定した学習曲線になった。

トレーニングエラーとバリデーションエラーの差が小さく、緩やかに下

がっている、良い学習曲線といえる。

結論
・データに使用する単語の文字数を増やすことによって識別率が向上
する。しかし5字数を超えると識別の精度が落ちたことから大人と子供の
文字の識別に最適な文字数が存在する可能性がある。 
・ニューラルネットワークに読み込ませるデータの種類を変えることに
よって識別精度は変化する。
本実験では、実験1の72%から実験4の92%と、識別率を20%も向上さ
せることができた。
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図４ データ集めの様子

図６ 子供の文字のサンプル

図７ 大人の文字のサンプル
図５ 使用したディープニューラルネットワーク

図８ 実験１の学習曲線

図９ 実験２の学習曲線

図10 実験３の学習曲線

図11 実験４の学習曲線

表１ 実験１の結果

表２ 実験２の結果

表３ 実験３の結果

表4 実験４の結果

1回目 2回目 平均値

a~z 72.05% 71.46% 71.76%

1回目 2回目 平均値

a 43.33% 46.67% 46.50%

b 71.64% 73.25% 72.45%

i 72.35% 72.43% 72.39%

m 70.58% 73.51% 72.05%

e 81.11% 81.67% 81.39%

g 83.33% 87.37% 85.35%

h 84.56% 85.29% 86.43%

o 86.63% 91.39% 89.01%

y 85.44% 88.07% 86.76%

1回目 2回目 平均値

h 79.57% 81.62% 80.60%

g 79.48% 82.87% 81.18%

o 77.23% 75.48% 76.36%

1回目 2回目 平均値

egg 86.43% 88.85% 87.64%

gyo 91.36% 92.34% 91.85%

hyoge 89.40% 90.48% 89.94%
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